
広報ＤＸの取組について

資料３



若年層は広報誌を「読んでいない」割合が高い

旭川市「令和３年度旭川市民アンケート調査報告書」

1

11.1

20.2

41.4

51.6

58.1

73.6

76.5

80.4

82.4

25.0

50.0

48.5

23.6

13.2

9.2

8.3

7.3

1.4

3.9

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

広報誌を読んでいる割合（年代別）

毎月読んでいる 2，3か月に1回ほど読んでいる 年に1，2回読んでいる 読んでいない 無回答
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 広報活動現状分析①
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総務省「令和３年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」
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若年層はSNSの利用率が高い

２@2023 Public Information Division

 広報活動現状分析②
 



0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

市政情報の提供について今後力を入れるべき内容（複数回答）

広報誌（あ
さひばし）
やパンフ
レットなど
の充実

HPやFB，
ツイッター
などのイン
ターネット
を活用した
提供

ＬＩＮＥでの
提供

テレビなど
における
広報番組を
通じた提供

地域での説
明会などの
市職員によ
る広報活動

支所や公民
館などの身
近な公共施
設における
提供

市内中心部
や商業施設
などの人が
集まる場所
での提供

％

旭川市「令和３年度旭川市民アンケート調査報告書」 3

若年層はHPやSNS・高齢者は広報誌やTVでの情報発信を希望

３@2023 Public Information Division

 広報活動現状分析③
 



種類 現状 メリット 課題

広報誌 全戸配布（月１回） 全市民に広く周知 情報が遅い
若年層が読まない

SNS

                         Twitter      (約20,000人）
                         Facebook  (約10,700人）
                         LINE          (約21,000人）
                         Instagram  (約  3,600人）
                         YOUTUBE  (約  4,400人）

即時性

フォロワーなら
市内外問わず周知

フォロワー数少ない
フォロワー以外に周知
不可

TV
ラジオ

HBC            （全道月１回　日曜6:30～6:45)
STV             （道北週１回　土曜11:54～11:58)
ポテト         （管内隔週土曜13:00～13:30のうち15分）
FMりべーる（週１回木曜16:00＋月１回土曜11:20市長番組）

広く周知 視聴習慣の減
（効果減）
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 現在の広報手法と課題
 



チラシやポスター等の紙削減のため，デジタル推進

広報ＤＸの推進

地方移住，ワーケーションで選ばれるためのプロモーション推進

情報を必要としている人に的確に届くターゲティングの必要性
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 広報ＤＸの推進

現状の課題以外の背景
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各種広報媒体のランディングページである
市公式ホームページのトップページのデザイン見直し

　・ターゲットに合わせたSNSによる効果的な情報発信と効果検証
 ・市公式ホームページの一部リニューアルによる利便性向上及びWEBを活用した広報の推進

SNSを活用した広報ＤＸの推進

WEBデザインの改修

フォロワー以外を対象に
ターゲットを決めて
市政情報やイベント情報を
より広く周知し，
結果分析・効果測定

SNS広告

フォロワーを対象に
市の特産品や体験商品が
当たるキャンペーンの実施

SNSフォロワー増
キャンペーン

地域の魅力や特性を
写真で投稿

国内外に対する
シティプロモーション

インスタグラム
フォトコンテスト

市公式Youtubeの広告収入
による財源確保

＜ゼロ予算＞

Youtube広告収入

 広報ＤＸの推進
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フォロワー以外にも，各ＳＮＳユーザー（居住地など限定可能）に届けることが
できる広告

通常の投稿やツイートと同様にタイムラインや検索画面に表示されるので
ユーザーに自然にリーチしやすい（Twitterの場合）

特徴
ターゲットを絞って情報発信ができる
配信地域，性別などのほか，キーワード（「北海道」「旭川」「ふるさと納税」「移住」
など）でターゲットを限定することが可能

情報が拡散されやすい
いいねやリツイートなどのアクションを起こすことで情報が拡散されるため多くの人に情報を
届けられる

ブランドの認知度向上
画像や動画の添付もできるため，企業やブランドの認知度があがりやすい
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（例）神戸市のプロモツイート
 
 ＳＮＳ広告
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フォロー＆リツイートにより特典を与えることで，フォロワー数を伸ばす

フォロワー数増加により，関係人口の増加や移住，ワーケーション先と
しての候補として知名度が上がる
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 ＳＮＳフォロワー増キャンペーン

11８@2023 Public Information Division

56,574 

48,841 

41,129 

33,655 31,880 
29,939 

19,933 

13,079 

18,089 18,635 

8,646 9,036 
12,686 

6,162 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

柏市 水戸市 八戸市 横須賀市 川越市 松本市 旭川市

中核市におけるTwitterフォロワー数比較

フォロワー数 人口１０万人あたりのフォロワー数

（３月上旬）

旭川市

中核市の中でも
旭川市はフォロ
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インスタグラムの市公式アカウント
をフォローの上，指定のハッシュタ
グをつけた投稿を対象にフォトコン
テストを実施。

■訴求力の高い写真の拡散と獲得
　写真を趣味にしているアマチュアカメラ
マンなどの質の高い写真掲載が見込まれる。
また、フォロワー数の増加と旭川の魅力的
な写真のストックを獲得。

■短文英語による投稿
　写真により地域の魅力を伝えることを主
眼に置き、利用者数の多いタグ付けと、短
文による英語表記による補足を行う。
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 インスタグラムフォトコンテスト
令和４年度に引き続き、インスタフォトコンテストを実施
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 市公式ホームページの一部改修
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•スマホでの表示を第一に

•目的ページがどの入口か分かりづらい，時間がかかる

•リンクがごちゃごちゃして見づらい

•質問への自動回答の機能を

•旭川を象徴できるデザインになど

閲覧者の不満

•詳細なリンクは利便性を下げている

•必要な情報にたどりつかせるのが難しい（階層が深い）

•検索窓が地味

•ページの表示範囲を横に広げてほしい  など

作成者（庁内）
の不満

•スマホの見やすさを追求すべき

•３カラムで古いレイアウトに感じる

•ピクトグラム，バナー，写真を活用＆文字リンク削減

•スマホは横移動がなく良い  など

広報広聴推進
懇談会の意見

・旭川市の魅力・個性を伝える
・デザイン・レイアウトの刷新
・トーン＆マナーの統一＆強化
・ピクトグラムの活用
・写真の高水準化
・機能の追加（ex.AIチャットボット）

          ※行政改革課で追加予定

旭川市ホームページ　デザイン・レイアウトの改善に向けて
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 市公式ホームページの一部改修
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３カラム構成からピクトグラムや画像を活用したシングルカラム・２カラムの画面へ

●スマホファーストを考えたデザインレイアウト

●情報の探しやすさ，知りたい情報への

 たどり着きやすさの改善

●利用者がタップ・クリックする回数の減
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